
１　自治体名

神戸市

１　行政課題の分野 ２　支援施策の分類

教育 学び支援施策

４　事業者の協力を求める内容

解決に向けた既存枠組への協力

３　行政課題に対する施策（事業）展開による対応状況と困っていること（課題）

４　企業・団体に「困りごと」解決に向けて連携や協力を求める内容

〇コンテンツの提供、プロ目線でのアドバイス
・社会課題への取組や業界の仕組みを教えていただくことで、子どもたちが課題を見つけられるようになる。情報収
集や分析等の場面で、プロの目線から子どもたちにアドバイスをお願いしたい。
〇「リアルな課題」の提示
・「売れ残った食材をどうするか？」、「次世代の観光プランは？」など、企業が抱える課題を子どもたちに投げかけて
もらいたい。世の中の流れや社会課題等について考えるきっかけを一緒につくっていきたい。
〇「企業版ふるさと納税」による経済的支援
・子どもたちの探究学習にかかる費用や、学習環境の充実（多目的室への転換）等に活用させていただきます。

５　困りごとの解決・解消に向けた対応期間

中長期的に対応していきたい

６　解決・解消に要する費用に対する考え方 ７　補足資料の有無

学校予算もしくは企業版ふるさと納税等の寄附を活用 あり

１　「困りごと」と事業者に期待する内容（要約）　

子どもたちの“やりたい”学びを叶えるための取組の一つとして、「社会とつながる探究的な学びの充実」を進めて
いる。教育委員会事務局がハブとなって、子どもたちが「ホンモノ」に触れる機会を、さらに創出したい。

２　現状の行政課題

〇社会は急速に変化し、社会課題も複雑化している。私たちが生きる世界は、もはや一つの「正解」だけで語ることが
できない時代となっている。子どもたちがこのような時代を生きていくために、多様な他者と協働しながら、最適解
や納得解を見いだし、新たな価値を創造する力を育むことが求められている。
〇このような背景から、これからの学校教育においては、社会課題をリアルに感じ、その中で自ら課題を設定し、解
決に向けて必要な情報を収集・整理しながら、新たな課題を見いだしていく「探究的な学び」の充実が求められてい
る。社会や地域の「ひと・もの・こと」といった「ホンモノ」との出会いを通して、子どもたちは、自分たちの興味・関心
を広げるとともに、問題発見・課題解決能力や、多様な文化や背景をもつ人々への理解を身に付けていく。
〇神戸市では、子どもたち一人ひとりの「やってみたい」「知りたい」を出発点に、企業等と連携した「社会とつながる
探究的な学びの充実」を推進している。多種多様な企業の皆さまのご協力をいただくことで、子どもたちの“やりた
い”学びの実現を目指したい。

〇企業・NPO・大学等と学校がつながる仕組みを整えるため、教育連携システム「KoLaBo（こらぼ）」を構築し、令和
７年１０月より運用を開始した。KoLaBoでは、事業者が提供できるプログラムの情報等を登録し、学校が登録プロ
グラム情報を参照して、連携授業を実施したい事業者に直接依頼や相談ができるようになっている。また、学校側か
らKoLaBo登録事業者に対して、「こんな内容の授業を実施したいが協力いただけないか」という連携依頼を登録す
ることもできるため、双方向でのマッチングが可能である。
（参考）https://www.city.kobe.lg.jp/a61516/kosodate/education/collaboration/collabo-
class.html
〇令和８年７月１日時点で、KoLaBoには85事業者、112プログラムの登録があるが、まだまだ様々なテーマのプロ
グラムを登録いただきたいと考えている。
〇探究学習の実施にあたって必要な教材費などに活用してもらえるよう、企業版ふるさと納税制度の活用やクラウ
ドファンディングも実施している。

小学生・中学生・高校生

ひょうごSDGs公民連携ミーティング　困りごとシート
テーマ　「地域創生に向けた若者・Z世代の応援」

２　関係部署名

教育委員会事務局　教育総務課・学びの推進課

３　対象とする世代

困りごとM


